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A 37　 家事作業の生理的負担に関する基礎的研究

お茶女大　 家政　 富田　 守　 ○白井順子

目的　 家庭を運営する生活行動のうち、家事は重要な行動のひとつであるが、 とくに作

業的性格を有する家事は、人間の身体に負担を与えるだけに、その研究は重要である。本

研究はそのうち最も基礎的なことを扱うことを目的とする。とくに立位作業を想定した場

合、運動動作による生理的負担の他に、立位そのものによる負担についても考慮し、それ

を身体動揺度、筋活動、エネルギー消費などの観点から検討する。

方法　 生活における行動の基盤となるのは姿勢である。直立位を正常型、緊張型、弛緩

型に分け、それぞれについて動揺度、筋活動、エネルギー消費量を測定する。また、作業

姿勢のモデル化から、前傾や前屈姿勢についても調べる。動揺度は平衡機能計による重心

動揺図、筋活動はペン書きオシログラフによる筋電図、エネルギー消費量はダグラ スバッ

ク法を用いた。

結果　 緊張型直立姿勢においては動揺度は少ないが、持続的な筋活動およびエネルギー

消費量は増大する。弛緩型直立姿勢においては動揺度は大きくなり、それによる補正的筋

活動の増大およびそれによるエネルギー消費量増大が考えられるが、一方、弛緩による筋

活動の低下とそれによるエネルギー消費量の減少があり、両者のト ータルとしてエネルギ

ー消費の減少傾向が生じる。通常の正常型直立姿勢は緊張型と弛緩型の中間のどこかに位

置するものである。また、各種家事作業において頻ぱんにみられる前傾や前屈姿勢におい

ては緊張度の増大があり、筋活動、エネルギー消費量の増大がみられるが、動揺度につい

ては弛緩型直立から姿勢変化した場合、減少の傾向がみられた。

A 38 妊娠時エ.ネルぞ一べ謝李（R  Kl R ）の含もに関する検討

お峯の水女大家政　 山越或灸

目的　妊娠中の労働遂行に関する汰言のな'りヅ ＼i . 非妊峰[て測 定した洛･種労働作業／)R

凶R  を使用レ 妊婦に許賂される労働強度を楓ホしている乙の占ある。しタレ、妊娠時り

エーネルぎ一代謝 は特異であり. a. 婦の労働遂行許容範囲のスケールとしての非妊時RM  R

の適用性には＆ だ疑間が梧たれる。この間驀を明らずにするにば。妊婦 りt 妊婦の尺VlK

ｔ;ﾋj較が誓されよう。しがし、この比較を行う に死まち、むi 一つ検 討されるべき課題があ

i>. そi{ ＼i妊眼時と｡非妊時tn K ﾄﾞR が同一の*. 味を持つ0) タ^ グ 即ち. 両値の比報グ可

能か石がという間県 である。贋者はこの問趾を明らかにするべく。本研 呪を行った。

方法　妊娠個体における母体ならび に胎児のエネルギーぺ謝・酸 素消費量等に関する文

献調査を行い.   非妊時の乙･のと比較して^ 帑した。
結果　rh  r が、性- 年齢･ 体榛の莱を越えた労働の強度の掻数であることがら、本題

は子宮内妊娠産物が他 の身休組織と｡同等に解釈され得るぬダ否かという間題である。そこ
てへ　この間題を明ら帽てすう試 みをまして木題の検討 を行い, 以下め見解に£、た。即ち、

子営内妊娠産物でｙ エネ ルぞ一代謝は、胎児という、 かう一つir･>i.命林の存在によソ. 他

の身体組織とは異なるメカエズムでその様相が変化 する･ そこ で理論訟、妖眼時 尺M  R 乙

非妊時RM  K が持つ1L吠は冥なると考えろべきであろう。 しゲレ 胎 児行動' 子宮拘縮等

の妊娠現象に胤起されろ子官内妊娠産物 でのエネルギー代謝i の変ｲ巳のx/、u mtは小量であ

り. 妊娠ｲ固体のR  li R､算出値を大きく在沁寸る ＼z[i及ばないことが推求忖 れる.    攻7 て、

両値は実質上... If ぽ'同一のfe味を持つむのとレて扱ｸ ことが可能であると考える。

81


